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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当社及び連結子会社（以下、「当企業集団」という。）の当第２四半期連結累計期間の業績につきま

しては、金融関連部門及び公共関連部門におけるシステム構築や、産業関連部門におけるシステム機器

販売が増加したことを主因として、売上高は10,690百万円と前年同四半期比1,004百万円（10.4％）の

増収となりました。 

損益面につきましても、増収効果による売上総利益の増加に加え、経費削減などにより販売費及び一

般管理費が減少したことから、営業損失は128百万円と前年同四半期比34百万円の増益、経常損失も92

百万円と前年同四半期比16百万円の増益、親会社株主に帰属する四半期純損失も73百万円と前年同四半

期比11百万円の増益となりました。 

連結のセグメント別売上高は、次の通りです。 

① 金融関連部門 

三井住友フィナンシャルグループ向け取引の増加などによりシステム構築が増加したことを主

因として、売上高は4,036百万円と前年同四半期比524百万円（14.9％）の増収となりました。 

② 公共関連部門 

大手ベンダー向け取引の増加などによりシステム構築が増加したことを主因として、売上高は

2,148百万円と前年同四半期比164百万円（8.3％）の増収となりました。 

③ 産業関連部門 

システム機器販売が大規模案件受注により増加したことに加え、システム構築も堅調に推移し

たことから、売上高は4,505百万円と前年同四半期比315百万円（7.5％）の増収となりました。 

当企業集団の事業につきましては、システムの納入が第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～

３月）に集中する傾向があり、売上高が第１四半期（４～６月）及び第３四半期（10～12月）において

減少し、第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～３月）に増加するパターンとなり、四半期毎・

半期毎の経営成績が変動いたします。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末比1,740百万円減少し

て19,686百万円に、純資産は前連結会計年度末比272百万円減少して14,985百万円となりました。この

結果、自己資本比率は前連結会計年度末比4.9％上昇して76.1％となっております。 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比364百万円減少し

て4,362百万円となりました。その内訳は、営業活動によるキャッシュ・フローが36百万円のマイナス、

投資活動によるキャッシュ・フローが74百万円のマイナス、財務活動によるキャッシュ・フローが253

百万円のマイナスであります。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成27年10月23日に発表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」において、当第２四半期

連結累計期間の連結業績予想を上方修正いたしましたが、平成28年３月期通期業績につきましては、第

２四半期末における産業関連部門の受注残高・商談状況に弱さが見られるなど市場動向に不透明さがあ

ることを踏まえ、現時点では売上高・利益ともに、平成27年５月13日に発表いたしました業績予想を据

え置いております。 

（株）さくらケーシーエス（4761）　平成28年３月期 第２四半期決算短信

- 2 -



２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の

組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動

を伴わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキ

ャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連

結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フロ

ーは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,426 4,062

受取手形及び売掛金 6,178 4,665

有価証券 2,300 2,300

商品 304 319

仕掛品 309 705

貯蔵品 12 10

その他 989 955

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 14,521 13,017

固定資産

有形固定資産 3,420 3,466

無形固定資産 561 455

投資その他の資産

投資有価証券 1,402 1,248

退職給付に係る資産 768 795

その他 787 737

貸倒引当金 △35 △35

投資その他の資産合計 2,922 2,745

固定資産合計 6,905 6,668

資産合計 21,426 19,686

負債の部

流動負債

買掛金 2,304 1,341

未払法人税等 148 31

賞与引当金 760 605

受注損失引当金 69 61

その他 1,309 1,084

流動負債合計 4,592 3,125

固定負債

役員退職慰労引当金 114 119

退職給付に係る負債 126 126

その他 1,335 1,329

固定負債合計 1,576 1,575

負債合計 6,168 4,701
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,054 2,054

資本剰余金 2,228 2,228

利益剰余金 10,140 9,998

自己株式 △0 △0

株主資本合計 14,423 14,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 426 308

退職給付に係る調整累計額 407 394

その他の包括利益累計額合計 834 702

純資産合計 15,257 14,985

負債純資産合計 21,426 19,686
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 9,686 10,690

売上原価 7,775 8,757

売上総利益 1,911 1,932

販売費及び一般管理費 2,074 2,061

営業損失（△） △163 △128

営業外収益

受取利息 3 2

受取配当金 21 26

不動産賃貸料 32 30

助成金収入 24 2

雑収入 5 5

営業外収益合計 86 67

営業外費用

支払利息 12 15

固定資産除売却損 4 0

不動産賃貸費用 16 14

雑損失 0 1

営業外費用合計 33 31

経常損失（△） △109 △92

税金等調整前四半期純損失（△） △109 △92

法人税等 △24 △18

四半期純損失（△） △85 △73

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △85 △73
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純損失（△） △85 △73

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60 △118

退職給付に係る調整額 3 △13

その他の包括利益合計 64 △131

四半期包括利益 △20 △205

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △20 △205
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △109 △92

減価償却費 296 375

のれん償却額 11 11

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △207 △154

受注損失引当金の増減額（△は減少） 30 △8

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △97 0

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △331 △47

受取利息及び受取配当金 △24 △28

支払利息 12 15

固定資産除売却損益（△は益） 4 0

売上債権の増減額（△は増加） 1,866 1,512

たな卸資産の増減額（△は増加） △732 △407

仕入債務の増減額（△は減少） △418 △963

その他 449 △128

小計 742 84

利息及び配当金の受取額 24 28

利息の支払額 △12 △15

法人税等の支払額 △204 △135

法人税等の還付額 3 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 553 △36

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △74 △80

無形固定資産の取得による支出 △132 △30

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

その他の支出 △92 △79

その他の収入 2 120

投資活動によるキャッシュ・フロー △301 △74

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △161 △186

配当金の支払額 △67 △67

財務活動によるキャッシュ・フロー △228 △253

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23 △364

現金及び現金同等物の期首残高 6,906 4,726

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,929 4,362
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

(6) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 3,512 1,983 4,190 9,686 － 9,686 － 9,686

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

6 10 282 300 － 300 △300 －

計 3,519 1,994 4,473 9,987 － 9,987 △300 9,686

セグメント利益又は損失(△) 627 114 208 950 － 950 △1,113 △163

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△1,113百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用及びのれんの

償却額等であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 4,036 2,148 4,505 10,690 － 10,690 － 10,690

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

1 33 295 330 － 330 △330 －

計 4,038 2,181 4,801 11,020 － 11,020 △330 10,690

セグメント利益又は損失(△) 623 140 200 963 － 963 △1,092 △128

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△1,092百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用及びのれんの

償却額等であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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